
「第30回孫文・宋慶齢記念地連席会議」

「日本の孫文・宋慶齢ゆかりのミュージアム展」（２０１８
年１１月１日～１２月２日、移情閣）で、宋慶齢が梅屋庄吉
の娘に宛てた手紙、宋慶齢さんのドレスなどを展示
また、記念ディスカッション「日本の孫文ゆかりのミュージ
アム」で、長崎歴史文化博物館とその分館である長崎近代交
流史と孫文・梅屋庄吉ミュージアム及び活動を紹介。

来 場 者︓中国、マレーシア、シンガポール、アメリカ、日本等
の国や地域の３２の記念館から６３名の代表が参加し、特別ゲス
ト１４名や神戸中華同文学校と市民もたくさん来場した。
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1．辛亥革命博物館
(2011年10月8日開館)

概要

「辛亥革命」をテーマとする博物館
建築総面積　2.2万㎡
地上3階地下1階建て
展示面積︓約7,000㎡
長崎県を紹介するコーナーとして、1階閲覧室約250㎡に展示

展示内容

展示名︓「孫文・梅屋庄吉と長崎」展
構　成︓「孫文と梅屋庄吉」、「中国民主革命・孫文と長崎」、
「現代の長崎」
写真、新聞記事、説明パネル、文物資料(12点) 及び映像資料で
展示。
「現代の長崎」では、現在の長崎県の概要、自然、街並み、食、
観光地等を紹介。
展示期間︓2011年10月11日～2012年3月 (6ヶ月間)
※2012年4月以降は、パネルにて展示。

2．中山艦博物館
(2011年9月26日開館)

概要

中山艦文化旅遊区 (31.2ヘクタール。うち、10ヘクタールは湖
水) の一角
建築総面積　約1.1万㎡
長崎県を紹介するコーナーとして、パネル(高さ2.1メートル×幅
4.125メートル) で構成

展示内容

武漢市「辛亥革命博物館」「中山艦博物館」への長崎県コーナーの設置

辛亥革命100周年を記念し、中国武漢市に「辛亥革命博物館」と「中山艦博物館」が新たに開館。
その両館にそれぞれ「辛亥革命と長崎」「中山艦と長崎」をテーマとする長崎県コーナーを設置。

武漢市中山艦博物館
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展示名︓「孫文と梅屋庄吉ゆかりの地・長崎～中山艦が生まれた
街～」
構　成︓「孫文と梅屋庄吉」、「中山艦と長崎」、「現代の長
崎」
写真・パネルで構成
展示期間︓2011年10月4日～

学術交流会議の会場となった
上海孫中山故居紀念館

1．学術交流会議
「孫文・梅屋庄吉～二人をつないだ上海・長崎～」

（1）開催期間︓ 2012年9月1日（土）～10月21日（日）
（2）主　　催︓長崎県、上海市人民対外友好協会、上海市孫中

山宋慶齢文物管理委員会
（3）概　　要︓・実物を中心に日中合計約50点の文物を展示

・海外で初となる小坂家所蔵資料の展示資料の
出展

（4）場者数　︓ 14,610人

2．展示会名︓「孫文、日本とシンガポール」

（1）開催期間︓ 2013年5月17日（金）～11月17日（日）
（2）主　　催︓晩晴園ｰ孫中山南洋記念館
（3）共　　催︓小坂文乃氏、孫文記念館(神戸)、宮崎兄弟資料

館(荒尾)、長崎歴史文化博物館、在シンガポー
ル大使館、シンガポール日本人協会

上海での学術交流会議「孫文・梅屋庄吉展」の開催・シンガポール孫中山南洋記念館での情報
発信

上海・長崎間の航路と国際通信が近代日中交流に重要な役割を果たし、中国の革命家・孫文らと、梅屋庄吉
など日本人支援者の夢は、上海航路と国際通信により繋がっていた。上海航路復活により上海と長崎のさら
なる交流関係促進の必要性を、上海市民をはじめ中国へ広く発信することを目的として開催。またシンガポ
ール孫中山南洋記念館にて開催された「孫文、日本とシンガポール」へ協賛し、長崎県観光情報パネル及び
観光パンフ等を設置し、シンガポールでのPRを実施した。


